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ランダム読書 

宮原 英夫 

北里大学を退職した後，縁あって，愛知県豊橋

市にある豊橋創造大学に就職した．自宅のある鎌

倉から豊橋まで，新横浜，小田原，時には熱海と

乗り降りする駅に変化をつけながら，現在も毎週

新幹線を利用して通っている． 
新幹線を利用することになってすぐに気が付

いたのは，この複雑な鉄道システムが開業以来50
年以上に亘って，新幹線という新しい技術のイメ

ージを担ったまま，日本の動脈として十分に機能

していることであった．列車を動かす運行管理シ

ステムはもちろんのこと，それをスムースに機能

させる発券，保守・点検，人事など，多彩な周辺

のシステムと一体となって，400m近い1編成16
両の電車が4分おき位にほぼ定刻に運行している．

不特定多数の人間を安全かつ迅速に移動させると

いう考えだけでも大変な仕事が，当たり前のよう

に流れ，我々の活動を支えてくれている．これだ

けのシステムであるから，仕組みを考えるとき，

全体を統括するコンピュータの役割にまず目が向

かうのも当然であろうが，通勤に利用する者とし

ては，構成要素のハードウエアにも関心が向く． 
列車に乗り込むと，程なく発車．昔は当たり前

であった発車時の衝撃もなく，あっけない．その

くせ，ホームを離れる時にはすでにかなりのスピ

ードである．先頭車両と最後尾車両を除いて，各

車両に強力なモータが4台ずつ搭載されたためと

まとめられているが，子どもの頃に見た，連結器

が1つずつ音をたてながら，停車していた長い貨

物列車が1台ずつ，ゆっくりと動き出す情景との

ギャップが大きい． 
北里大学に通っているときには往復 70 キロ強

の自動車通勤であったから，眼は周囲の状況判断

に使用し，テープやCDでもっぱら音楽を聴いて

いたが，新幹線では，外を見たり，空想したり，

本を読んだり，往復の時間の活用の幅が大きく広

がった．思いつくまま気楽に本を読み，自分なり

に勝手な連想を繰り広げている. 
古本屋の書棚に，丸山弘志著の「鉄道の科学」

が並んでいた．手に取ってみると 1980 年初版発

行の古い本であったが，面白そうなので購入し，

往復の車内で読んでみた．新幹線だけでなく鉄道

一般の，私が知りたいハードウエア技術について，

進歩の歴史を追いながら，メカニズム，実用状況

まで分かりやすく記述されている．連結器につい

ても，鎖でつないでいた時代から，日本人を含む

世界中のたくさんの人の創意工夫を積み重ねて今

日に到っていることが語られている．鉄道をめぐ

る疑問には限りがなく，さらに色々と調べたい． 
 志村五郎著の「記憶の切繪図」は，豊橋駅の本

屋で偶然に見つけた．高名な数学者である志村先

生が，ご自身の生い立ちを含めながら，ライフワ

ークとしての数学をどの様に考え，どのように取

り組んできたかを書いた本である．1 つの領域の

先頭を走ってきた著者が，周囲とどのような関係

を持ちつつ，研究をいかに展開してきたかを，率

直に主張している． 
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 どの領域でも第一人者と称せられる人がいる．

その人にも，同じ領域に先生や先輩が居たり，ほ

ぼ同じレベルの仲間や競争相手がいるものである．

そうでなければ，自分で判断しない限り，第一人

者かどうかがわからないはずである．ところで，

行っている研究が前人未到の領域に踏み込んでし

まった場合，その人が第一人者であるかどうかは，

どのように評価されるべきであろうか．その人が，

長年懸案だった未解決の問題を解き，それが正し

いと公認されたとなれば，只者ではないことが俗

人にも分かるであろう．しかし，その領域で極め

て重要な仕事を進めていても，ごく少数の人しか，

極端な場合，本人しかその価値が分からない場合

はどうなるのだろうか．私は，その実例をこの「記

憶の切繪図」の中に見てとって，多くの点で共感

しながら読むことができた．この本についての書

評に，同僚や大先輩に対する敬意が不足し自己中

心的で感心できない，とあるのを目にしたが，私

はこの評者と違い，著者の研究への取り組み方と，

他の研究者との関係の持ち方に不快な気持ちは持

たなかった． 
妻の本立てから抜き取った俳句の案内書，森澄

雄の「俳句への旅」も車中で読んだ．私は俳句を

やらない．しかし，森澄雄が「古池や蛙飛び込む

水の音」と「菜の花や月は東に日は西に」から始

めて作句の手順を示し，古今の名句を取り上げな

がら，時代時代に生きた俳人たちの人生を語ると，

その解説に惹きこまれ一気に読み進めた．名句は

さすがに，素人であっても出来栄えに脱帽したく

なる．解説が見事で，私には思いが及ばなかった

句の良さを示してくれる．世の中にはたった 17
音で，びっくりするような表現を出来る人がたく

さんいるということ，そして，おびただしい数の

俳句の中から秀句を選びだし，後世に伝えること

ができる人がいることも驚きであった． 
大正3年（1914）の原石鼎の「秋風や模様のち

がふ皿二つ」という句に，当時の作者の生活を含

めた解説がなされていた．この句から私は，お世

話になった増山先生と林先生のことを想った． 

第 2 次大戦終戦の前後から 50 年以上，わが国

の統計学の分野で指導的役割を果たされた林知己

夫先生，高橋晄正先生，増山元三郎先生は，それ

ぞれ 2002 年，2004 年，2005 年と相次いで亡く

なられた． 
データこそが中心にあり，それを生かすのが統

計の役割である，という信念を貫かれた林先生の

業績や日常は，先生が長年本学会の中心として活

躍されたこともあって，今も本学会の中で折に触

れて語られ，そのお仕事も，先生が育てられた多

くの後輩が継承している． 
増山先生は，行動計量学会から距離を置かれて

いたから，多くの会員の方は間接的にしかご存じ

ないであろう．昭和 36 年，後述する高橋晄正先

生は強肝薬の効果判定法に異を唱え，日本中の消

化器専門家を敵に回して孤軍奮闘されていた．そ

の高橋先生の理論的根拠が増山先生の指導で形づ

けられたことを知った私は，自分も少しは勉強し

なければという気になり，東大理学部の人類学教

室で行われていた増山先生の講義などに足を運ん

だ．しかし，難解ですぐに役立つ知識にはならな

かった．増山先生の没後，ご子息の追想記によれ

ば，増山先生は専門家になる人には自分で勉強さ

せ，そうでない人には丁寧に指導されたそうであ

る．丁寧な指導を受ける組の私だったけれど，先

生が考えられた以上にもっともっと詳しく教えて

いただきたかった，と今でも残念に思っている． 
林先生は，終戦直後のご自身の生活や統計研究

の状況を回想する中で，戦時中から「少数例のま

とめ方」など，統計的検定の役割を強調しておら

れた増山先生について，増山先生は記述統計が嫌

いなのではないかと考えていた，と語っておられ

る．たしかに，増山先生が拠点とされていた東大

物療内科に研究者や臨床家が持ちこんだ相談の多

くは，統計的推論をどう進めるかであった．対象

と協力者を選んで自分の考え方を優先させて研究

を進められた増山先生と，統計数理研究所を舞台

に，国家プロジェクトとも言うべき大規模研究を

指導され，その間，協力者の長所を最大限に生か
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そうと努力された林先生とは，活躍の場も手法も

大きく違っていたが，二枚の大皿だったと考えた

わけである．増山先生は大正元年(1912)生まれ，

林先生は大正7年生まれで，原石鼎の句とほぼ同

じ年である． 
林先生や増山先生と一緒に行動計量学会誕生

以前から医学統計学の先頭に立って活躍された高

橋晄正先生には，私はインターン時代からいろい

ろとお話を聞く機会が多かった．上述したように，

比較試験が全く行われていない強肝薬が有効性の

根拠を持たないと主張し，肝臓薬の使用に積極的

であった全国の内科教室と対決する姿勢を鮮明に

していたが，先生は同時に診断の客観化にも熱心

であった．1960年代前半のまだ外国出張が珍しい

頃に，ヨーロッパからアメリカを回って，自説を

披露すると共に，海外の研究状況を吸収してわが

国に紹介した．計量診断も，伝統ある教室の権威

を侵害する危険思想といった扱いで白眼視される

ことも少なくなかったが，こちらは製薬産業や医

師会，厚生省などの既得権益を侵害する度合いも

少なかった上，増山先生を始め，物療内科教室の

同僚，日本医大に居られた木村栄一先生をはじめ

とする全国の医師の賛同者，日本電気の大内淳義

さん，東大出版会の鴨沢久代さん達の熱い応援を

受けることができた．診断の理論と実験結果は，

名古屋大学の岡島光治先生，安井昭二先生，堀部

博先生たちと共同研究をしていたStark教授の紹

介で，計量診断をテーマとした1965年のGordon 
Conferenceで海外の研究者にも紹介された． 
その後，高橋先生は，自身の目指す医療の実現

のためには，医学の客観化だけではなく，医療制

度自体の改革が必要であると考え，対象を大きく

広げられた．かかわるテーマの多様さ，関係する

人の利害，関係者のイデオロギーが入り乱れて，

ほとんど対処不能といった状況の中で，次々と突

破口を見出して，自分の主張を展開した．学会の

ありかたを批判し，市民運動の中で活動を展開し

たので，専門学会の公的な記録には名を留めてい

ないが，大衆保健薬を中心とした医薬品の再評価

の提案，東京大学学園紛争の際のT君誤認処分の

調査，石神井南中の光化学スモッグ事件，食品の

コバルト照射（国側証人），未熟児網膜症の原因，

わが国のサリドマイド処方状況の調査，石油たん

ぱく，種痘後脳炎，インフルエンザワクチンの適

応，黄変米の毒性，農薬の安全性，水道水のフッ

素添加，漢方薬の有効性，AF2の発がん性，注射

による筋短縮症，学校給食へのリジン添加，低温

殺菌牛乳，ダイオキシンの影響など，重要である

が誰も手を付けなかった多くの問題に挑戦された．

この間，先生と考えが一致して，協力して事に当

たられた人やグループも多かったが，後になって

それぞれの思惑がずれて，手を切ることになった

人も少なくない骨の折れる仕事であった． 
昭和 46 年から，公的な意見の表明の場として

定期的に100号まで発行された「薬のひろば」で

は，活動の武器として，しばしば医学統計の手法

を駆使されたが，現実の医療問題への対処に当た

って，統計はこのように使うべきだという信念に

基づいて行動されていた． 
森澄雄は「俳句への旅」の最後に，杉田久女の

代表作「谺（こだま）して山ほととぎすほしいま

ま」を解説して結びとしている．私は，医学界と

いう山々の谷間に自分の主張を大きくこだまさせ，

思う存分に活躍した高橋晄正先生をほととぎすに

重ね合わせて，この句にぴったりではないかと考

えている． 
（みやはら・ひでお，日本行動計量学会名誉会員） 

 
宮原 英夫（みやはら・ひでお） 
1960 年東京大学医学部医学科卒業，

1964-1966 年Fulbright 研究員とし

て米国 MIT, Boston University で

生体情報処理に従事．東京大学物療

内科（高橋晄正研究室），北里大学医

学部内科，医用情報学（佐藤登志郎

単位），北里大学医療衛生学部理学療法学科を経て，現職（豊

橋創造大学保健医療学部教授）． 
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役員異動のお知らせ 

  

以下のように学会役員に異動がありました． 

 

・学会賞担当理事 

鄭 躍軍（就任） 

 

・広報委員会 

インターネット小委員会委員 

 吉村 宰 （退任） 

小林 哲郎（就任） 

 

 

学会賞担当理事就任にあたって 

 
このたび，今泉忠先生（多摩大学）の後任とし

て，学会賞選考担当理事を拝命いたしました．本

学会は，1986年より功績賞・優秀賞，1999年よ

り奨励賞，2011年より出版賞を授与してきていま

す．これまで，個人や団体を受賞対象とし，毎年

優れた研究業績に賞を与えています．学会賞につ

いて（申し合わせ）には，それぞれの授賞対象と

する研究業績及び選考方法について明確に記され

ていますので，私の役割は，本会会員のご業績を

謙虚に勉強させていただいた上で，公平性を守り

ながら学会賞の選考に全力を挙げていくことと感

じております．先輩の足元に及ばぬ私ですが，し

っかりと役割を果たしていきたい所存ですが，ど

うぞ，よろしくお願いいたします． 
 

鄭 躍軍（てい・やくぐん） 
同志社大学文化情報学部教授 

東京大学大学院農学生命科学研究科博

士課程修了．博士（農学）．統計数理研

究所助手・総合地球環境学研究所助教

授准教授を経て，2009年4月より現職． 
2009 年～2011 年日本行動計量学会理事・組織検討委員会委

員・欧文誌編集委員 

 

運営委員会より 

運営委員会委員長 大森 拓哉（多摩大学） 
 

平成25年度研究部会の採択結果 

平成 25 年度研究部会として，以下の研究部会

（新規1件，継続1 件）が採択されました． 
＜地域部会＞（継続） 
行動計量学会岡山地域部会（2010 年度～2013
年度） 
代表：山田 剛史（岡山大学） 
連絡先：山田 剛史 
E-mail: tyamada@cc.okayama-u.ac.jp 
＜研究グループ＞（新規） 
非対称データの解析（2013年度～2014年度） 
代表：千野 直仁（愛知学院大学） 
連絡先：千野 直仁 
E-mail: chino@dpc.agu.ac.jp 

 

2012年度研究部会活動報告 

行動計量学岡山地域部会 
山田 剛史（岡山大学） 

本部会は，岡山県およびその近隣地域の行動計

量学に関する研究と研究者間の人的交流を積極的

に行うべく，2002 年度から2009 年度にかけて，

日本行動計量学会から活動経費の助成を受けた行

動計量学 岡山地域部会の継続である．本年度は，

第 3 期の 3 年目であり，全体としては 11 年目で

ある本年度も，次に報告するように計4回の研究

会（第43回～第46回）を開催した．研究会はす

べて岡山統計研究会との共催とし，第 43，44，
46 回研究会は岡山理科大学地域分析研究会との

共催とした． 
 第43回（2012年9月29 日(土)，「保健福祉分

野・情報工学分野と行動計量(3)）は，吉長裕司先

生（三井造船株式会社）にコーディネートしてい

ただき，岡山県内の保健福祉分野，情報工学分野

における研究と現場の関わりをテーマとする研究

会を開催した．保健福祉分野では齋藤圭介先生（吉

備国際大学保健医療福祉学部）に「認知症高齢者

ケアにおける転倒の実態と予防の研究動向」とい
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う題目で，また，情報工学分野では横田一正先生

（岡山県立大学情報工学部）に「情報技術による

介護・看護支援プロジェクト」という題目で，そ

れぞれご講演を頂いた．その後，岡山県内の民間

企業や大学の研究者6名によるシンポジウムを行

った．自由討論ではフロアも交えて活発な議論が

なされた． 
 第44回（2012年10月25日(木)は，「第97回

行動計量シンポジウム」として企画・開催した．

東北大学高等教育開発推進センターの倉元直樹先

生にコーディネートをお願いし，「新学習指導要領

と大学入試について」というテーマでシンポジウ

ムを開催した．倉元先生，荒木隆先生（群馬県立

前橋高等学校），守本哲也先生（岡山県立玉野光南

高等学校）をパネラーに迎え，垂水共之先生（岡

山大学），森裕一先生（岡山理科大学）を指定討論

として，活発な議論と意見交換が行われた． 
第45回（2013年3月10日(日)，「データの分

析手法とその応用」）では，若手を育てることを目

的に，院生を中心とした学生セッションを設け，

学生5名の発表に対して，優秀賞2名とプレゼン

賞 2 名を表彰した．また，全体レクチャーでは，

垂水共之先生（岡山大学）にご講演をお願いした． 
最後の第46回（2013年3月16日(土)，「ヘル

スサイエンスと行動計量学」）は，久保田貴文先生

（統計数理研究所）にコーディネートをお願いし

た．ヘルスサイエンスの中でも特に，メンタルヘ

ルスの観点から，医療保険レセプトデータベース

に関連する話題や，ソーシャルネットワークの分

析，さらには社会経済的な背景など幅広いテーマ

についての発表が行われた．關真美先生（島根大

学），大成弘子先生(iAnalysis 合同会社)，薄田涼

子先生（政策研究大学院大学），石岡文生先生（岡

山大学），岡檀先生（和歌山県立医科大学），藤野

友和先生（福岡女子大学），久保田貴文先生（統計

数理研究所）に話題提供を頂き，その後フロアも

交えて，活発な総合討論が行われた．  
岡山地域部会の Web ページは，http://mo161. 

soci.ous.ac.jp/bsj_okayama/ で，研究会の予定な

どを公開している． 
 

代表連絡先 
山田 剛史 
岡山大学 大学院教育学研究科 
〒700-8530 岡山市北区津島中3-1-1 
Phone : 086-251-7717 
E-mail: tyamada@okayama-u.ac.jp 
 
2012年度春の合宿セミナーの開催報告 
山本義郎（東海大学）・大森拓哉 （多摩大学） 

2013 年度春の合宿セミナーを，2013 年 3 月

29 日，30 日の両日に，東海大学高輪キャンパス

において開催した．具体的なプログラムは以下の

通りであった． 
3月29日（金） 
9:45～10:00 開会・オリエンテーション 
10:00～12:00 
 全体講義「テスト得点の統計分析2題」岩崎 学 
先生（成蹊大学） 
13:30～15:00, 15:30～17:00 コース別講義 
 コースA 統計的因果推論入門 黒木 学 先生

（統計数理研究所） 
 コースB R入門 横山 暁 先生（帝京大学） 
3月30日（土） 
10:00～12:00, 13:30～15:00, 15:30～17:00 
コース別講義 
 コースC 統計学のFAQ 青木 繁伸 先生 
（群馬大学） 
 コースD QGIS を利用した地理情報データの

視覚化 藤野 友和 先生（福岡女子大学）・久

保田 貴文 先生（統計数理研究所） 
 コースE 仮説検定の限界を乗り越えるための

ベイズ統計学 岡田 謙介 先生（専修大学） 
今回の参加者は123名であり，その内訳は，会

員52名，準会員2名，一般の非会員42名，非会

員の学生27名でした． 
なお，今回の開催は，東京ということで，合宿

形式ではなかったため，1 日目終了後に懇親会を

開催しました．午前の全体講演を担当された岩崎

先生は，午後は所要でセミナー会場から離れたも

のの懇親会のために戻ってきていただいたことも

あり，多くの方に懇親の機会も提供できたように
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思います．参加者からは，並行開催の他のコース

も興味があったので残念，という声も聞かれ，関

心の高いトピックでセミナーが開催でき，多くの

方に満足いただけたようで安心しました． 
 

第15回春の合宿セミナーに参加して 
科学警察研究所 松田いづみ 

 今回初めて春の合宿セミナーに参加しました．

私の専門は心理生理学と犯罪心理学なのですが，

大学院は統計の研究室にいたこともあり，専門分

野では“統計ができる人”として扱われてきまし

た．でも，その割に，昔勉強したことを徐々に忘

れ，基礎がぐらついていることを感じていました．

“いつかもう一度勉強しなおさなければ”と考え

ていた折，春の合宿セミナーのお知らせをいただ

きました．ちょうど勉強したいテーマが扱われて

いたこともあり，参加させていただきました． 
初日は“テスト得点の統計分析2題”と“R入門”

に参加しました．“テスト得点の統計分析 2 題”

では，マルチレベル分析など，私にとっては“知

っているけど実はうまく説明できない”テーマを，

実例をとおしてすっきりと教えていただきました．

“R入門”は，初歩の演算からはじまりましたが，

最後にはクラスター分析まで無理なく扱えるよう

になりました． 
 二日目は“QGIS を利用した地理情報データの

視覚化”に参加しました．ユーザー目線にたった

講義で，独学では分かりにくい“間違いやすいポ

イント”まで，ていねいに教えていただきました．

全くの初心者の私でしたが，多少の分析であれば

何とかできそうなレベルにまで到達することがで

きました． 
 うれしかったのは，参加できなかったコースの

資料も，講演資料集の中に含まれていたことです．

どのコースもおもしろそうで，選ぶときにはとて

も迷いました．それゆえに，講演資料集をいただ

いたときはうれしかったです．講師の先生方の気

前のよさに心から感謝しております．また，参加

者をこれだけ迷わせる，魅力的なコースをそろえ

て下さった実行委員会の先生方も感謝しておりま

す． 

 充実した二日間で，参加させていただいて本当

によかったです．統計のいきいきとした部分に触

れることができ，“行動計量はおもしろいな”と改

めて感じました．この気持ちを忘れずに勉強を続

け，統計を自分の武器にしていきたいです． 

 
上：岩崎学先生の全体講義「テスト得点の統計分

析2題」 
 
第15回春の合宿セミナーに参加して 

株式会社 教育測定研究所   野上 康子 
初日の午前中は岩崎先生による全体講義でし

た．特に前半の英語能力テストの結果分析は，私

自身も似たようなデータを分析することがあるの

で，大変興味深く拝聴しました．講義後にこっそ

り質問をしに伺いましたがとても丁寧に答えてく

ださいました． 
 午後は「統計的因果推論入門」を受講しました．

黒木先生は熱心に講義を進めてくださいましたが，

入門とはいえある程度の知識を持った受講生を想

定した講義だったようで私にはレベルが高く，正

直なところ理解できない部分が多々でてきてしま

ったのが悔やまれます． 
 夜は無料の懇親会がありました．無料ながらビ

ールやワインなどのアルコールはもちろん，立派

な食事にデザートまで用意されていてびっくりし

ました．思いがけず昔の同僚に再会したり，著書

を拝読したことはあるものの直接お目にかかった

ことのなかった先生とお話しすることができたり

と，充実した時間を過ごすことができました． 
 2日目は「統計学のFAQ」を受講しました．何

も考えずに教科書などに載っている方法を適用し

てしまうと誤った結論を導きだしたり誤った解釈
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をしたりしてしまう可能性のある事例や対処方法

を静かな口調で次々に紹介してくださいました．

あらかじめ用意された配布資料の他にさらに詳細

な資料が追加され，とにかく盛りだくさんでした． 
 充実の2日間を過ごしましたが，実をいうと受

講できなかった他のコースがとても気になってい

ます．受講者が自分の興味に応じて受講するコー

スを選べるのはありがたいのですが，魅力的なコ

ースが同じ時間帯に重なってしまうと1つしか選

べないので残念です．講義で使用されるスライド

などが配布資料としていただけるので，後から受

講できなかったコースの資料を見ることはできま

すが，やはり講師の先生の生の声での説明を聴き

たかったなぁと思ってしまいます．わがままなの

は十分承知していますが...．来年度の合宿セミナ

ーも楽しみにしています． 

 
上：黒木学先生の講義「統計的因果推論入門」 

 
 

学会協賛イベントについて 

事務局長   菊地 賢一（東邦大学） 

 
承認日 協賛イベント 開催年月日 

2013年 
5月7日 

第 56 回自動車制

御連合講演会  
2013年11月 

16日～17日
2013年 
4月9日  

第 15 回日本感性

工学会大会  
2013年9月 

5日～7日

2013年 
3月12日 

第 29 回ファジィ 
システム シンポ

ジウム  

2013年9月 
9日～11日 

（2012年10月～2013年5月承認のもの） 
 

大会運営における一部業務の外部委託に
ついて 

大会担当委員会委員長  森 裕一 

 

 2012年度第5回理事会（2012年12月10日開

催）において，「大会運営における開催校負担を減

らすため，事務作業の外部委託を行うこと」を，

本委員会から提案し，その費用を学会がもつこと

を含めて，承認されました（本会報掲載の議事録

参照）．以下，その具体的な内容を紹介します． 
 委託する一部の業務とは， 
・大会のWebサイト運営 
・マイページと連携した発表・参加申込受付 
・抄録集用原稿（PDFファイル）の収集 
で，委託先は，（株）国際文献社です． 
 現在，内外の学会において，大会情報や各種申

込を Web で行うことは普通となっていますが，

これまで，この種の Web サイトは，大会実行委

員会で独自に立ち上げてもらっていました．めん

どうで費用のかかる作業である上，参加者にとっ

ても，毎年，サイトの様相や操作の仕方が異なり，

仕様等の統一が望まれているところでした． 
 これに対して，大会担当委員であり事務局長で

ある菊地先生のご尽力により，（株）国際文献社で，

そういった Web サーバーの提供が可能であるこ

とがわかりました．関係者で検討した結果，名簿

管理やマイページ運営で本会のことがよくわかっ

ている点，会員情報（マイページ）とリンクした

申込システムが構築できる点，抄録集の印刷や発

送業務も同時にお願いできる点などから，（株）国

際文献社に委託するという今回の決定に至りまし

た． 
 これにより，今後の大会Webアドレスは， 
  http://bsj.wdc-jp.com/20**/ 
（**は西暦の下2桁）に統一され，大会実行委員

会の負担の軽減や，参加者の同じ体裁・手順での

閲覧・各種申込が可能となりました． 
 このシステムは，今年度の第 41 回大会から導

入されています．初運用ですので，今後のために，

お気づきの点などお知らせいただければ幸いです． 
 会員や参加者にとってより充実した大会となる

よう，今後も積極的に活動したいと思っています．

どうぞ，ご協力方よろしくお願いいたします． 
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広報委員会からのお知らせ 

広報委員会委員長 松本 渉（関西大学） 

 

広報委員会委員メンバーの変更 

2012年度日本行動計量学会第6回理事会（2013
年2月25日開催）におきまして，下記の委員（イ

ンターネット小委員会）の退任が承認されました． 
・吉村 宰（長崎大学） 

2013年度日本行動計量学会第1回理事会（2013
年4月22日開催）におきまして，下記の委員（イ

ンターネット小委員会）の追加が承認されました． 
・小林 哲郎（国立情報学研究所） 

 

会報の充実に向けて 

ご承知のように，会報135号から「シリーズ海

外レポート」という読み物シリーズを掲載するよ

うにしています．海外のアカデミックな話題など

を少し柔らかくして掲載していく企画です． 
著者は，第1回が星野崇宏会員，第2回が阿部

貴人会員，今号では朴堯星会員です．当分の間は，

広報委員が交代で職務として執筆していきます．

ややもするとつまらなくなりがちな会報を読み応

えのある紙面にしようという試みです． 
 

「会員の著書等」についての情報提供 

 会報には，会員の皆様の著書等を紹介するコー

ナーがあります．著者の一人に会員の方が含まれ

てさえいれば掲載することが可能です．手続きも

中山副委員長のもとへ書誌情報と書影をお送り頂

くだけなのですが，思ったより集まりが悪いとい

うのが実感です．また，杉山明子賞（出版賞）の

受賞には，「行動計量学に関する優れた著書」（「学

会賞について（申し合わせ）」1）④）である必要

がありますが，会報への掲載には分野についての

制約はありません．新しく著作を出された方は，

分野的にふさわしいかどうかといった躊躇はお控

えいただき，どしどし広報委員会へ情報をお寄せ

ください． 
 
 

学会Webページの整備 

引き続き Web ページの整備を進めています．

2012 年度は日本語の Web ページの整備で手一

杯でしたが，2013年度からは英語版のページにつ

きましても大きな改善を行うことを考えています． 
本学会の英語版 Web ページは，現状では，

Behaviormetrika誌の情報がある程度ですが，広

報委員会へも時々海外からの英語での問い合わせ

が寄せられており，一層の国際化対応の必要性を

感じています．とりわけ学会基本情報の英語化は

急務と考えています． 
 
2012年度のメールニュースの配信状況 

 2012 年度のメールニュースの配信状況は下図

の通りです．7月と1月（2013年）は，前年度の

配信数を下回っていますが，それ以外の月におい

ては同等以上の配信数となっています． 
 

 
 

その他の広報活動 

広報委員会では，以前から学会大会の宣伝活動

を組織的に行ってきましたが，今期の広報委員会

では，第15回春の合宿セミナー（2013年3月開催）

についても他学協会のメーリングリストでの案内

やWebでの掲載を可能な限り行いました． 
第41回大会の宣伝活動についても従来通り進

めております．以前の会報でもお願いいたしまし

たが，皆様の加入されている学協会で，本学会の

行事をご案内できる場としてお薦めのものがござ

いましたら，広報委員会までご連絡ください．今

後の広報活動の参考にさせて頂きます． 
 

（配信数） 
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日本行動計量学会第41回大会のお知らせ 

 
大会実行委員長 菊地賢一（東邦大学理学部） 

 
この度，第 41 回大会を東邦大学の習志野キャ

ンパスで開催させていただくこととなりました．

東京近郊での開催は，2010年の埼玉大学での開催

以来，3 年ぶりの開催となります．千葉県内での

開催は，1996年の幕張メッセでの開催以来となり

ます． 
東京にお住まいの方には，東邦大学と言えば，

蒲田にある医学部と付属病院（大森キャンパス）

をご存知の方が多いと思いますが，大会は千葉県

船橋市にある習志野キャンパスで開催します．理

学部に入学する学生にも，まれに，東京にあると

思い込んで受験してしまう学生がいるようですの

で，皆様，ご注意ください！ 
さて，習志野キャンパスは，住所は船橋市です

が，習志野市との境界に位置しておりまして，習

志野市と言った方が良い場所です．JR 総武線津

田沼駅からバスで 10～15 分，京成本線京成大久

保駅から徒歩で10～15分の立地です．かつては，

2011年までNHKで放送されていたドラマ「坂の

上の雲」で取り上げられた騎兵第1旅団の置かれ

ていた土地柄です．ご興味のある方は，習志野と

いう地名の由来とともに，お調べいただいてから

お越しいただくと楽しめるかもしれません．岡山，

新潟と，新幹線で行くことが可能な上，周辺の観

光も楽しめる都市での開催が続いた後の，東京近

郊での開催ということで，皆様の楽しみが減って

しまうかもしれません．その分，東京の定宿から

なら，通勤ラッシュとは逆方向になりますので，

お気軽にご参加いただけるのではないでしょうか． 
一般研究発表申込の締切がせまっております．

ご発表を予定されている方々は，お早めにお申し

込みください．また，チュートリアルセミナー，

公開講座の企画も，予定が決まりした．皆様のご

参加をお待ちしております． 
 

○大会開催要項 

会期：2013年9月3日(火)～6日(金) 
（9月3日はチュートリアルセミナー） 

会場：東邦大学習志野キャンパス 
（千葉県船橋市三山2-2-1） 

大会実行委員長：菊地賢一（東邦大学理学部） 
大会Webサイト：http://bsj.wdc-jp.com/2013/ 
 
○各種日程 

6月 7日(金) 一般研究発表申込締切 
6月21日(金) 抄録原稿提出締切 
8月16日(金) 事前参加申込・参加費入金締切 
 
○プログラム（予定） 

・9月3日(火)  
13:00～17:00 チュートリアルセミナー 

・9月4日(水) 
9:30～17:00 特別セッション，一般セッション 

・9月5日(木) 
9:30～12:00 特別セッション，一般セッション 

13:00～14:00 総会 
15:00～17:00 第41回大会公開講座（東邦大学

理学部公開講座としても開催） 
17:30～19:30 懇親会（習志野キャンパス学生

食堂PAL） 
・9月6日(金) 

9:30～15:00 特別セッション，一般セッション 
 

○チュートリアルセミナー 

日時：2013年9月3日(火) 13:00～17:00（予定） 
場所：東邦大学習志野キャンパス 
講師：杉澤武俊先生（新潟大学） 
定員：50名 
タイトル：マルチレベルモデリング入門 
概要：行動計量研究では，二段（多段）抽出デー

タや個人内の反復測定データなど，個人が集団に

ネストされた，あるいは，複数時点の測定値が個

人にネストされた階層構造を持つデータを扱うこ

とも多い．階層構造を持つデータに対しては，従

来の単純無作為抽出を前提とした推定・検定では
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なく，階層構造を考慮した手法の適用が要求され

る．マルチレベルモデリングはそのようなデータ

の階層構造をモデルに組み込んだ分析手法である．

本チュートリアルセミナーでは，マルチレベルモ

デリングをこれから学ぼうという人を念頭に，回

帰分析程度の知識を前提として，マルチレベルモ

デリングの基本的な考え方や実際の分析手順を，

フリーソフトウエアのRを使った分析方法などに

も触れながら解説を行う． 
※パソコンの設置してある実習室で，Rを使った

実習も行う予定です 
 

チュートリアルセミナー参加費 
早期振込 当日支払

正会員 3,000円 4,000円 
学生 2,000円 3,000円 
賛助会員 3,000円 4,000円 
非会員 4,000円 5,000円 

 
○公開講座 

第 41 回大会の特別講演として，次の公開講座

を実施します． 
 

日時：2013年9月5日(木) 15:00～17:00（予定） 
場所：東邦大学習志野キャンパス 
共催：東邦大学理学部 
タイトル：サッカーにおけるデータ分析（仮） 
講演予定者 
・大熊 清氏（FC 東京育成部 テクニカルダイ

レクター） 
・湯浅 理平氏（日本サッカー協会 代表チーム テ

クニカル アナリスト） 
概要：サッカーにおけるスカウンティングとは，

どのようなものなのか．データ分析は，どのよう

に行われるのか．分析のポイントなどをご講演い

ただきます． 
※東邦大学理学部公開講座としても開催されます．

大会参加者だけではなく，どなたでも無料で聴

講可能です． 
 

○大会参加費 

 

参加費 

早期振込 当日支払 
正会員 5,000円 6,000円 
学生 3,000円 4,000円 
賛助会員 5,000円 6,000円 
非会員 7,000円 10,000円

 
・参加費には抄録集1冊を含みます． 
・正会員には名誉会員・シニア会員を含みます． 
・学生の参加費には準会員・非会員の区別はあり

ません． 
・賛助会員は3名様まで無料です．事前に参加券

を3枚お送りしますので，この券を持参された

方が対象です．4 人目以降は，上記金額です．

なお，事前参加申込みより無料の登録を行った

方も，当日必ず参加券をご持参ください． 
・抄録集は1冊3,000円で頒布します． 
・早期振込は Web による参加申込・参加費振込

とも8月16日(金)までに行われた方が対象です．

それ以後は会場で「当日支払」の会費をお支払

いください． 
 
○懇親会 

 懇親会は，9月5日(木)の17:30～19:30に習志

野キャンパス学生食堂PALにて行います． 
 

懇親会費 

早期振込 当日支払 
4,000円 5,000円 

 
・定員に達した場合は受付を終了することがあり

ます． 
・早期振込は Web による参加申込・参加費振込

とも8月16日(金)までに行われた方が対象です．

それ以後は会場で「当日支払」の会費をお支払

いください． 
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○振込先 

銀行名 ：ゆうちょ銀行・郵便局 振替口座 
口座記号番号 ：00190-4-386225 
口座名称（漢字）：日本行動計量学会大会 
口座名称（カナ）：ニホンコウドウケイリョウガッ

カイタイカイ 
 
他の金融機関からゆうちょ銀行・郵便局へお振込

みされる場合は，下記情報をご利用下さい． 
銀行名 ：ゆうちょ銀行 
店名 ：〇一九店（ゼロイチキュウ 店） 
店番 ：019 
預金種目 ：当座 
口座番号 ：0386225 
 
＊恐れ入りますが，振り込み手数料はご負担下さ

いますようお願い申し上げます． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

○アクセス： 
・JR 総武線「津田沼駅」下車（東京駅地下ホー

ムから快速電車で29分）後，バス利用．JR「津

田沼駅」北口4番乗り場から，三山車庫行，二

宮神社行，八千代台行，または5番乗り場から

日大実籾行，八千代台行のいずれかに乗車し，

「東邦大学前」で下車（駅から10～15分） 
・京成本線「京成大久保駅」下車，徒歩約10分． 
 
＊詳細は，以下のURLを参照のこと． 
http://www.sci.toho-u.ac.jp/accessmap/index.html 
 
○お問い合わせ先 
・参加登録，抄録提出など，Webでの手続き関係 
大会ヘルプデスク：bsj-desk@bunken.co.jp 

・大会全般の問い合わせ 
第41回大会実行委員会：bsj2013@toho-u.ac.jp 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

大学の許可を得て転載 
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2013年度統計関連学会連合大会について 

（第二報） 

 
2013年度統計関連学会連合大会 
運営委員会委員長        佐藤美佳（筑波大学） 
実行委員会委員長     大屋幸輔（大阪大学） 
プログラム委員会委員長  栗原考次（岡山大学） 

  
今回で12回目になる2013年度統計関連学会連合

大会について進捗状況をご報告いたします．今大会

も統計関連学会連合に属する全ての学会の共催によ

り開催する運びとなりました．大阪府北部にある待

兼山とよばれる丘陵に位置する大阪大学豊中キャン

パスが大会会場となっております．本大会の第 1 日

目（9月8日(日)）はチュートリアルセッションと市

民講演会を開催いたします．一般講演などは 2 日目

以降（9 月 9～11 日）に開催します．懇親会は，豊

中キャンパス内のレストランを会場として予定して

おります． 
 この第二報では，チュートリアルセッション，市

民講演会，企画セッション，コンペセッションなど

の概要を項目ごとにご紹介いたします．今後，連合

大会の Web ページ (http:// www.jfssa.jp/taikai/ 
2013/)に関連情報や詳細情報を随時掲載していきま

すので，ご覧ください． 
 
1．大会日程，開催場所，各種受付期間 
開催日程：9月8日（日）から11日（水）までの4
日間 
9 月 8 日：チュートリアルセッションと市民講演会

（大阪大学豊中キャンパス） 
9月9日～11日：本大会（大阪大学豊中キャンパス） 
共催：応用統計学会，日本計算機統計学会，日本計

量生物学会，日本行動計量学会，日本統計学

会，日本分類学会 
懇親会：9 月 10 日（火）18:00～（予定）豊中キャ

ンパス内のレストランを会場として予定 
講演申込：5月8日（水）9:00～6月5日（水）17:00 
原稿提出：6月11日（火）9:00～7月9日（火）17:00 
事前参加申込：7月18日（木）9:00～8月20日（火）

17:00 

2．講演の申込 
講演には次の種類があります． 

・一般講演 
・企画セッション講演 
・コンペティション講演 
申込み方法は，すべての講演に共通の事項と種類

ごとに異なる事項がありますので，ご注意ください． 
(1)すべての講演に共通な事項 
講演をご希望の方は，上記Webページからお申込

み下さい．これ以外の申込み方法はありません．Web
ページ上で，「一般講演」，「企画セッション講演」，

「コンペティション講演」のいずれかを選択して下

さい．原則として，講演者が申込んで下さい．ただ

し，「企画セッション講演」については，オーガナイ

ザーが申込んでください． 
(2)「一般講演」に関わる事項 
 通常の講演は「一般講演」として講演者がお申込

み下さい．Webページ上の講演申込み手順にしたが

って申込みをして下さい．プログラム編成の際の参

考にしますので，最大 3 個までのキーワードを，重

視する順にご選択ください．また，講演者（連名講

演者を含む）のうち，少なくとも1名は共催6学会

のいずれかの会員であることが要件です． 
(3)「企画セッション講演」に関わる事項 
 各セッションのオーガナイザーが，セッション内

の講演全件を申込みください． 
(4)「コンペティション講演」に関わる事項 
 コンペティション講演は，研究内容とプレゼンテ

ーションの能力を競う企画で，今回で11回目を迎え

ます．参加資格は，以下のいずれかの条件を満たす

方です． 
(a) 2013 年 4 月 1 日時点で30 歳未満の若手研究者

（博士後期課程院生をふくむ） 
(b) 講演時に学部学生や修士課程（または博士前期

課程）院生（年齢は問いません） 
 連名講演の場合，コンペティション対象者は実際

に口頭発表する方で，講演の申込時点で共催 6 学会

のいずれかの会員である必要があります（ただし，

申込と同時に入会手続きする方もふくみます）．審査

は，数名の審査委員による 5 段階評価にもとづく投

票で実施する予定です．選考はプログラム委員会で
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行います．審査では，研究内容とともに，研究発表

のプレゼンテーションについても評価します．発表

者が十分に準備・工夫し，充実したプレゼンテーシ

ョンであることを期待しています．原則として，最

優秀報告者1名，優秀報告者3名程度を選考します．

コンペセッションは9月9日・10日に開催し，9月

10 日の夕刻の懇親会において表彰式を行う予定で

す． 
 
3．講演報告集用原稿の提出 
報告集用の原稿は A4 サイズで 1 ページです．イ

ンターネット経由で電子ファイル（PDF形式）を提

出していただきます．「1．大会日程，開催場所，各

種受付期間」を参照の上，原稿提出期間を厳守して

ください．ご希望の方は，報告集用原稿とは別に，

Webページに掲載する詳細論文を受け付けます（A4
サイズ，最大 10 ページまで，PDF 形式，ファイル

サイズは1MB以内，フォント埋め込み）．論文ファ

イルをメールによりプログラム委員会宛

submission2013@jfssa.jpにお送り下さい．報告集用

原稿および詳細論文の執筆要領につきましては，連

合 大 会 Web ペ ー ジ （ http://www.jfssa.jp/ 
taikai/2013/）をご覧下さい． 
 「企画セッション講演」の報告集用原稿はオーガ

ナイザーが集約してご提出下さい．したがいまして，

企画セッション講演者は，最終的な原稿提出が締切

に間に合いますようにオーガナイザーに原稿をお送

り下さい． 
講演報告集は大会当日にお渡しします． 

【注意】報告集は，本大会Webページにて期間限定

で公開予定です．公開を希望しない場合には，報告

集用原稿の提出時に，その旨をご指示ください． 
 
4．企画セッションのご案内 
学会や個人から申請のあった 17 件の企画セッシ

ョンが予定されております．テーマとオーガナイザ

ーの氏名，所属は以下の通りです．テーマのねらい

や講演者・講演タイトルなどにつきましては連合大

会のWebページをご覧下さい． 
 なお，企画セッションの運営はオーガナイザーに

一任しておりますので，企画セッションについての

ご質問がございましたら，直接オーガナイザーにお

問い合わせ下さいますようお願い致します．企画セ

ッションの日程はプログラム作成時に決定致します． 
 
企画セッション名とオーガナイザー（敬称略） 
日本分類学会シンポジウム：クラスタリング研究の

新展開 足立浩平（大阪大学） 
日本計量生物学会シンポジウム：医学分野における

統計教育のあり方 松山裕（東京大学） 
日本計量生物学会 奨励賞受賞者講演 手良向聡（金

沢大学） 
日本統計学会 会長講演 岩崎学（成蹊大学） 
日本統計学会 各賞受賞者記念講演 岩崎学（成蹊大

学） 
応用統計学会 学会賞受賞者講演 大西俊郎(九州大

学) ・黒木学(統計数理研究所) 
日本計算機統計学会 企画セッション：計算機統計学

からのゲノムデータ解析 冨田誠（東京医科歯科大

学） 
確率微分方程式モデルの金融・保険数理統計 内田雅

之（大阪大学） 
確率過程と計算統計 吉田朋広（東京大学） 
時間・空間・時空間における事象系列研究の新展開 
庄建倉（統計数理研究所） 
スポーツ統計と統計科学の融合 竹内光悦（実践女子

大学）・酒折文武（中央大学） 
ソフトウェアセッション（デモセッション） 竹田裕

一（神奈川工科大学） 
福島第一原発事故被害地域における疫学データの調

査・解析・オープン化 古谷知之（慶應義塾大学） 
ベイズ的アプローチが役に立った実践例 繁桝算男

（帝京大学） 
統計教育における高大連携 藤井良宜（宮崎大学）・

牧下英世（芝浦工業大学） 
統計関連学科・統計科学専攻設置に関する国内外の

動向 山口和範（統計教育大学間連携ネットワーク・

立教大学） 
大学における統計教育の課題と標準カリキュラム策

定に向けて 中西寛子（統計教育大学間連携ネットワ

ークカリキュラム策定委員会委員長） 
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5．チュートリアルセッションのご案内 
 下記の２つのテーマでチュートリアルセッション

を開催いたします．２つの会場で並行して開催しま

すので，どちらかをお選びください．参加費につい

ては「７.参加申込と大会参加費」をご覧下さい． 
日時：2013年9月8日(日)13:00～16:00 
場所：大阪大学豊中キャンパス 
 
テーマA：統計的グラフィカルモデルの展開 
講 演 者：原 尚幸 先生（新潟大学） 
時 間：13:00～16:00（3時間） 
開催趣旨：このセミナーでは，近年標準的な統計手

法となりつつあるグラフィカルモデルにおける統計

的推測問題の基本的な事柄を解説するとともに，近

年の展開を概観する．グラフィカルモデルは，統計

学，機械学習，人工知能などの異なるバックグラウ

ンドで発展してきたモデルであり，さまざまな側面

を持つ．本セミナーでは，主として統計学・多変量

解析の視点に立ち，グラフィカルモデルの推測問題

を考察していく．まず前半部では，Lauritzen (1996)
の教科書にしたがって，最も基本的なモデルである

無向グラフのグラフィカルモデルを導入し，その分

布理論，推測理論，最尤推定量の計算アルゴリズム

などに関連する話題について，関連するグラフ理論

も含めて解説をおこなう．後半部では，無向グラフ

のモデルから有向グラフのモデル，chain graph の

モデルなどへ一般化や，計算代数統計学，高次元統

計学などとの接点など，近年におけるグラフィカル

モデル研究の展開をいくつか紹介する． 
 
テーマB：「ビッグデータと統計解析」 
講 演 者：水田 正弘 先生（北海道大学）， 
南 弘征 先生（北海道大学） 
時 間：13:00～16:00（3時間） 
開催趣旨：本チュートリアルでは，近年，注目され

ているビッグデータに関する状況を概観するととも

に，ビッグデータの活用に有効な統計的手法につい

て紹介する．ビッグデータは，単に「大きなデータ」

ではなく，「従来のデータベースシステムの処理能力

を超えたデータで，とても大きく，すばやく変化し，

通常のデータベースのフレームに合わないデータ」

と位置づけることが多い．センサー技術やストレー

ジ技術をはじめとする情報技術の発展によりビッグ

データを活用できる時代となり，ビジネスをはじめ

とする多くの分野で，実際的な成果が得られている．

しかし，統計学の立場から考えると単純な手法しか

利用されていないことが多い．せっかく収集したビ

ッグデータから価値のある情報を導き，適切な判断

を下すには，統計学の分野で成熟した経験や技術が

有効である．本テーマでは，前半で，ビッグデータ

の定義と現状について紹介する．後半では，実際の

システムやツールについて述べる．ビッグデータは

バズワード(buzzword: 説得力のある言葉のように

見えて，実は定義や意味があいまいなキーワード)
であり，用語としては消えてゆくかもしれない．し

かし，統計科学においてビッグデータ(といわれてい

るデータ)の解析の意義は変わらないことを強調し

たい． 
 
6．市民講演会のご案内 
下記の 2 つのテーマで市民講演会を開催いたします．

参加費は無料です． 
日時：2013年9月8日（日）16：30～18:00 
場所：大阪大学豊中キャンパス 
 
テーマ 1：保健統計データの見方－健康で長寿な社

会をめざす統計－ 
講 演 者：村上 義孝 先生（滋賀医科大学） 
時 間：16:30～17:15（45分） 
概 要：国や自治体が実施する保健・医療・福祉分野

の様々な施策や活動は，保健統計とよばれるさまざ

まな統計調査の結果に基づいて計画・実施・評価さ

れています．保健統計の活用例としては，平均寿命

や出生率をはじめとして毎年のようにマスコミ報道

されるものや，メタボリック・シンドロームの割合

など最近話題にのぼっているものがあります．保健

統計を正しく理解することは，わが国の健康課題や

保健・医療福祉分野の施策や各種活動状況を理解す

る上でとても重要なことなのです．今回の市民講演

会を通じ，みなさんが健康で長生きできる社会を目

指して保健統計がどのように活躍しているか，保健

統計から得られたデータをどう読むか，どう日々の
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生活に役立てられているか，などについてお話した

いと思います．主な内容としては，平均寿命・健康

寿命について，喫煙・肥満などの病気の原因となる

ものの年次変化，保健統計にまつわるエピソードな

どをお伝えしたいと思っています． 
 
テーマ 2：統計教育大学間連携ネットワークが目指

すビッグデータ時代の人材育成 
講 演 者：美添 泰人 先生（青山学院大学） 
時 間：17:15～18:00（45分） 
概 要：統計教育大学間連携ネットワークは，文部科

学省の事業の一環として採択され，８大学，統計関

連学会連合に参加する 6 学会と，6 団体が協力して

実施する活動の場として設立した組織です．今後の

我が国のイノベーションを推進するには，新たな課

題を自ら発見し，データに基づく数量的な思考によ

る課題解決の能力を有する人材が不可欠です．その

ような「統計的なものの見方と統計分析の能力」は

文系理系を問わず必要とされることから，海外では

大学において組織的な統計教育のもとに人材を育成

しています．国際競争力の観点からも，我が国でも

大学における体系的な統計教育の一層の充実が喫緊

の課題です．このような背景の中で「ビッグデータ

時代の人材育成」と取り組むために，私たちは，課

題解決型人材育成のための標準的なカリキュラムと

教授法を整備し，学習達成度を客観的に評価するた

めに「統計検定」の仕組みを利用することによって，

統計教育の質保証制度を確立することを目指してい

ます．本講演では，この取組の概要と初年度の活動

内容を紹介し，合わせて海外において統計教育とい

う課題とどのように取り組んでいるかをお話ししま

す． 
 
7．参加申込と大会参加費 
 当日受付の混雑を緩和するため，Webページから

の事前申込にご協力ください．受付期間については

「1．大会日程，開催場所，各種受付期間」を参照し

てください．事前申し込みの場合，参加費が大幅に

割引になりますのでぜひご利用ください． 
 
 

大会参加費（報告集代を含む） 
 事前申込   当日受付 
会員(共催6学会の会員) 7,000円 9,000円

学生(会員・非会員を問わず) 3,000円 7,000円

学生以外の非会員 13,000円 16,000円

 
チュートリアルセッション参加費（資料代を含む） 
 事前申込   当日受付 
会員(共催6学会の会員) 3,000円 4,000円

学生(会員・非会員を問わず) 2,000円 4,000円

学生以外の非会員 6,000円 8,000円

 
懇親会参加費 

 事前申込   当日受付 
一般(会員・非会員を問わず) 5,000円 6,000円

学生(会員・非会員を問わず) 3,000円 4,000円

 
【注意】これまでの大会と同様に，事前申込のキャ

ンセルと変更は認めません．大会に参加されなかっ

た場合，報告集などの資料を後日送付いたします．

講演申し込みをされた方も参加申込みの手続きが必

要です.市民講演会は無料です．共催6学会の会員以

外の方が，企画セッションや特別セッションでオー

ガナイザーから依頼されて講演される場合，大会参

加費は無料となります． 
 
8．宿泊・アクセス案内 
 今大会では宿泊の斡旋はいたしません．大会会場

となります大阪大学豊中キャンパスへは，阪急電車

の場合，宝塚線石橋駅（特急・急行停車，梅田から

20 分位）下車，徒歩約 15 分，大阪モノレールの場

合は，柴原駅（大阪空港から 2 駅目，あるいは千里

中央駅から大阪空港方面へ2駅目）下車，徒歩約15
分です．宿泊に関しては，大阪空港周辺，千里中央

に若干の宿泊施設はございますが，交通の便，宿泊

施設の数を考えますと，JR大阪駅，阪急梅田駅周辺

の宿泊施設をご利用されることをお勧めいたします． 
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【シリーズ海外レポート③】  

 
韓国版「失われた10年」の影響： 

超競争社会が頭脳流出を招く  
朴 堯星（統計数理研究所） 

 
韓国では，1997年のIMF危機をはじめ，2008

年のリーマンショックに至るおおむね10年間，経

済全般の低迷期が続いていた．この時期が，韓国

版「失われた10年」である．この「失われた10年」

はさまざまな分野にその影響を与えたのだが，そ

の一つが深刻な就職難である．韓国統計庁は，

2012年5月現在，若年層（15－29歳）の失業者数

は34万2千名であり，その中でも4年制大卒者が10
万7千名で全体の31.3％を占めていることを報告

している．もはや「青年失業1000万人」という言

葉が，韓国の若い世代にとって他人事ではない． 
このような不安定な雇用状況から免れるには，

より安定的かつ威信の高い職業を求めることにな

る．しかしそのような職業は極めて限られている． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

そのため，社会のあらゆる場面において，激しい

競争が広がっている．その一例に，高い大学進学

率が挙げられる．この失われた10年の間，韓国の

大学進学率は83.8％（2008年時点）まで高まり，

OECD諸国においても上位にある． 
また，競争に勝ち抜くための自己PRとなる資格

をいかに身につけることが，重要視されるように

なった点である．この失われた10年の間，韓国社

会のあらゆる場面において，人的資源の価値をス

ペックという言葉で表現することが流行っている．

筆者自身は特に言語学を専門しているわけではな

いが，通常，スペックとは，英語で spec（specifica 
-tion の省略形）というものであり，一般には工

業製品に期待される性能を意味する．しかし，現

在の韓国社会では，個人の価値が人格のない機械

的な性能で表すアイロニーな現象が起きている．

その中でも，高機能スペックの代表的な手法が海

外留学である．1990年代後半以降，小学校や中学

校の時から海外に行く早期留学が例年増加してお

り，しばしば日本でも話題になっている．言い換 
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Note:韓国語資料であるため，作者が和訳したものを掲載 
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えれば，海外留学を通して新たなスペックをつけ

ることは，韓国国内での競争に対しての有利な条

件を身につけることになる．そして，海外で培っ

た高度な知識や技術を韓国社会に還元することが

可能になる．その過程で，国全体の経済成長が期

待でき，新たな雇用も生み出すことになりうる． 
しかし，高級人材にとっては，留学先並びに国

外の雇用環境と国外からみた韓国国内の雇用環境

を照らし合わせることが可能になる．言い換えれ

ば，韓国国内の雇用環境の劣悪さを知り，留学先

や他国での就職を選んでしまうことになる．この

ことが，海外への頭脳流出の背景にあるのではな

いだろうか．韓国職業能力開発院（Korea 
Research Institute for Vocational Education & 
Training ，KRIVET）（2006）は，米国のSurvey 
of  Earned Doctorateの調査結果をもとに，海外

で博士号を取得した韓国人が博士号を取得した後

で帰国するケースは，年々逓減していることを指

摘している(図1参照）．現在，韓国では，高級人材

の海外流出に対する懸念が広がっており，韓国政

府としては，いかに優秀な人材を母国に呼び戻す

のかが深刻な課題になっている． 
グローバル化に見合う高級な人材を養成し，国

力を高めようとこれまで進めてきた韓国の戦略が，

むしろ優秀人材を国外へ流出させる皮肉な事態を

招いている．この背景の一つとして，国策として

受け入れてきた超競争社会の在り方をこのまま維

持していくべきかどうかについて今後の韓国政府

の舵取りを注視していく必要があると思う． 
 

朴 堯星（パク・ヨスン） 
統計数理研究所データ科学研

究系助教 
東京工業大学大学院社会理工学研究

科社会工学専攻博士課程修了．博士

（工学）．東京工業大学工学部社会工

学科 助教を経て，2012 年 4 月より

現職．2012年より当学会広報委員会委員を担当． 
 
 
 
 

理事会議事録 

 

2012年度日本行動計量学会第5回理事会議事録 

 
日時：2012年12月10日（月）18：00～21：35 
場所：大学入試センター3階視聴覚室 
議事進行 岡太彬訓理事長 
出席者 飽戸弘，朝野熙彦，今泉忠，岩崎学， 
植野真臣，大森拓哉（書記），岡太彬訓，菊地賢一， 
椎名久美子，竹村和久，中山厚穂，南風原朝和， 
橋本貴充，林文，星野崇宏，松本渉，森本栄一， 
山岡和枝，吉野諒三，村上隆 
 
資料 
1．2012年度第3回理事会議事録案 
2．2012年度第4回理事会議事録案 
3．2012年度総会議事録案 
4．大会事務処理の一部外部委託および支出費用

について 
5．欧文誌編集委員会からのご報告 
6．広報委員会報告 
7．一般企業の求人情報の掲載について 
8．印東太郎賞候補者選考に関する申し合わせ 
9．事務局所在地に関する細則改正案 
10．機関誌「統計」の学会員優待希望購入につい

て 
11．統計関連学会連合関連委員 
12．[日本行動計量学会理事会 00057] Fwd: FW:

『行動計量学』39巻2号について(4) 
13．[日本行動計量学会理事会 00058] Fwd: FW:

「行動計量学」39巻2号の査読について 
14．和文誌編集委員会議事録 
15．編集委員会としての判断(案) 
16．第15回春の合宿セミナー開催案 
 
議事 
1．第40回大会 
菊地事務局長より，代理で大会開催概要が示さ

れ，無事終了したことが報告された． 
2．第41回大会 
菊地大会実行委員長より，森大会担当委員と相

談しながら進めていることが報告された．また，
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今泉大会担当委員より，資料4にもとづき，大

会運営における開催校負担を減らすため，事務作

業の外部委託を行うことが提案された．委託先と

して会員名簿・マイページを運営している国際文

献が提案され，承認された．それに伴う予算措置

についても提案され，承認された． 
 
3．学会賞選考委員会 
菊地事務局長より現状報告がされた．今泉担当

理事よりこれまでの経緯が紹介された．吉野理事

が学会賞選考委員長に推薦され，承認された． 
 
4．各委員会報告 
・編集委員会 
林編集委員長・和文誌編集委員長より，吉野諒

三氏，竹村和久氏が和文誌編集委員に加わること

が提案され，承認された．資料 14 にもとづき，

現在原著 4 編，ノート 1 編，書評 4 編が 40 巻 1
号に掲載予定であることが報告された．また，発

行元，著作権等を明確にすることも確認された． 
植野欧文誌編集委員長より，資料5にもとづき，

現在採択3編，改稿中3編，返戻3編であること

が報告された．菊地事務局長より，科研費は従来

通り申請したことが報告された． 
・運営委員会 
大森委員長より，大会チュートリアルセミナー，

第 97 回シンポジウムが開催されたこと，また，

現在研究部会が募集中であることが報告された．

資料16にもとづき，第15回春の合宿セミナー開

催案が示された． 
・広報委員会 
松本委員長より，資料6にもとづき，会報，web，

メーリングリスト等の運用報告があった．今後

SNS 利用なども検討していることも報告された．

また，資料７にもとづき，一般企業からの求人情

報についての取り扱いについて議論がなされ，広

告掲載等の手順・ルールについて広報委員会で再

討議をすることとなった． 
・資料アーカイブス委員会 
森本副委員長より，粛々と進めている旨報告が

あった．また木下冨雄会員より，資料を頂いたと

の報告があった． 
 

・事務局 
菊地事務局長より，5 名の入会の申請があり，

承認された．また，4 名の退会の報告があった．

また，名誉会員への会員種別変更2名についても

承認された． 
資料8にもとづき，印東太郎賞申し合わせにつ

いて再確認した． 
資料9にもとづき，事務局所在地に関する細則

案が示され，承認された． 
 
5．その他 
・統計関連学会連合について 
菊地担当理事より，資料 10 にもとづき，機関

誌購入の紹介があった．また，資料 11 にもとづ

き，質保証委員，カリキュラム策定委員，連合大

会運営委員，連合大会プログラム委員案が示され，

承認された． 
・横幹連について 
今泉担当理事より，現状報告があった． 

・次回理事会開催は平成25年2月25日（月）に

大学入試センターで開催予定． 
 
6. 2012 年度第3 回，第4 回理事会議事録，総会

議事録確認および承認 
菊地事務局長より，第3回，第4回理事会議事

録案，総会議事録案が示され，訂正の後，承認さ

れた．退会手続きについては検討が必要であるこ

とも指摘された． 
 
7. 行動計量学39巻2号の取り扱いについて 
 林編集委員長より，資料 14 にもとづき，各論

文について確認的査読を3グループに分けて行っ

たとの報告があった．その結果として，資料 15
にもとづき，対応案を提示した．また，著者の意

向次第であるが，訂正・修正・刊行後のコメント・

補遺等を掲載し，巻頭言についても回答を求めた

いとの提案がされた．編集委員会で，今後の特集

号のあり方や査読ルールの確認などの検討結果が

示された． 
これらの報告をもとに今後の対応について検

討を行った．その際，数々の意見が出たが，議論

を踏まえ，資料 15 に示された対応案の通り，39
巻2号の各論文は特集論文として有効とみなすこ
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とが承認され，このことについてメールニュース

で速やかに報告することが確認された．この件に

ついては，今後は，編集委員会にまかせ，その後

の経緯については理事会へ報告することとなった． 
 

 

2012年度日本行動計量学会第6回理事会議事録 

日時：2013年2月25日（月）18：00～19：45 
場所：大学入試センター3階視聴覚室 
議事進行 岡太彬訓理事長 
出席者 岩﨑学，植野真臣，大森拓哉，岡太彬訓，

菊地賢一，椎名久美子，鈴木督久，鄭躍軍， 
橋本貴充，林文，松本渉，柳井晴夫，山岡和枝，

吉野諒三，村上隆 
 
資料 
1． 2012年度第5回理事会議事録案 
2．和文誌編集委員会からの報告 
3．欧文誌編集委員会資料 
4．第15回春の合宿セミナー開催のお知らせ 
5．平成25年度研究部会の申請について 
6．今泉・学会賞事務担当理事（2012年度大会時

まで）からの検討申し入れ 
7．行動計量学会 組織検討委員会 検討報告 
8．統計関連学会連合の各学会へのお願い 
 
議事 
1．2012年度第5回理事会議事録確認および承認 
菊地事務局長より，資料1に基づき，議事録案

が示され，一部修正の上，承認された． 
 
2．第41回大会 
菊地大会実行委員長より，大会開催に向けての

準備の進行状況が説明された． 
 
3．学会賞選考委員会 
吉野委員長より，資料 6 に基づき，引き続き，

学会賞担当理事をおくことが提案され，鄭理事を

担当とすることが承認された． 
 
4．各委員会報告 
・編集委員会 
林委員長・和文誌編集委員長より，資料2に基

づき，40巻1号が発刊準備中であること，投稿論

文審査状況，特集の計画，39巻2号についての記

事を 40 巻 1 号に掲載予定であることが報告され

た． 
植野欧文誌編集委員長より，資料 3 に基づき，

40巻1号の論文掲載リスト，現在の査読状況等が

報告された． 
・運営委員会 
大森委員長より，資料 4，5 に基づき，春の合

宿セミナーの開催，研究部会の募集状況について

報告があった． 
・広報委員会 
松本委員長より，Web，メーリングリスト，会

報等順調に運用されていること，さらに春の合宿

セミナーについて他の学協会などに対して広報活

動を行ったことが報告された．また，吉村委員が

辞任する旨報告があり，承認された． 
・組織検討委員会 
吉野委員長より，資料7に基づき，組織検討委

員会として過去の理事会決定の再確認の報告があ

り，社会調査協会の諮問委員の推薦は，本学会と

しては行わないことを理事会としても確認した．

ただし，これは本学会員が個人として，同協会を

支援することを妨げるものではないことも確認し

た．その他，会則の整備に関連し，理事会の定足

数，電子メールによる理事会審議，理事長が欠け

た場合の措置，会員の退会・除名，事務局の住所，

事務局長の名称についての組織検討委員会として

の検討結果が報告され，今後，会則改正が必要な

ものに関しては，事務局から理事会に提案するこ

ととなった． 
・資料アーカイブス委員会 
柳井委員長より，次回大会までに何らかの形に

したい旨報告があった． 
・大会担当委員会 
菊地委員より，大会開催マニュアルを作成中で

あることが報告された． 
・事務局 
菊地事務局長より，入会の申請報告があり，承

認された．また，退会の報告があった． 
・刊行物委員会 
山岡委員長に代わり，柳井前委員長より，シリ

ーズ10冊中7冊が刊行済み，3冊が未完であるこ
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とが報告された． 
 
5．その他 
・統計関連学会連合について 
菊地理事より，統計教育についてのアンケート

調査のための個人情報提供の協力依頼があったが，

断ったことが報告された．また，資料8に基づき，

日本行動計量学会会員が国際資格 RSS/JSS 試験

を会員価格で受験できることが，承認された． 
・次回理事会開催は平成25年4月22日（月）に

大学入試センターで開催予定． 
 
 
 

関連学会等カレンダー 

＜学協会大会・定例シンポジウム等＞ 
（開催日順に掲載） 

 
☆マーケティング・サイエンス学会第93回研究

大会 

開催日：2013年6月8日～ 9日 
開催場所：長崎大学 
http://www.jims.gr.jp/conf.php 
 
☆日本言語学会第146回大会 

開催日：2013年6月15日～16日 
開催場所：茨城大学 
http://www3.nacos.com/lsj/modules/documents/ 
index.php?cat_id=30 
 
☆第22回日本健康教育学会学術大会 

開催日：2013年6月22日～23日 
開催場所：千葉大学西千葉キャンパス 
http://nkkg22.net/ 
 

☆日本認知心理学会第11回大会 

開催日：2013年6月29日～30日 
開催場所：つくば国際会議場 
http://cogpsy.jp/taikai/cogpsy11/index.html 
 
 
 

☆第54回日本社会医学会総会 

開催日：2013年7月6日～7日 
開催場所：首都大学東京 
http://www.onyx.dti.ne.jp/star/jssm54/ 
 

☆The 2013 conference of the International 

Federation of Classification Societies 

開催日：2013年7月14日～17日 
開催場所：Tilburg, the Netherlands 
http://www.tilburguniversity.edu/about-tilburg-
university/schools/socialsciences/departments/
methodology/icfs2013/  
 
☆第45回日本医学教育学会大会 

開催日：2013年7月26日～27日 
開催場所：千葉大学亥鼻キャンパス 
http://jsme45.umin.jp/index.html 
 

☆医療安全教育セミナー2013夏季 ～ 医療安全

とリスクマネージメントの先端科学 ～ 

開催日：2013年7月29日～31日 
開催場所：東京大学伊藤国際研究学術センター・  
申込締切: 2013年7月22日(月) 
http://www.iarmm.org/J/patientsafe2013summer/ 
 

☆日本教育心理学会第55回総会 

開催日：2013年8月17日～19日 
開催場所：法政大学市ヶ谷キャンパス 
http://www.edupsych.jp/soukai/ 
 
☆日本看護研究学会第39回学術集会 

日時：2013年8月22日～23日 
場所：秋田県民会館，アトリオン 
http://www.procomu.jp/jsnr39/ 
 
☆第5回国際デザイン学会連合国際会議 

International Conderence of International 

Association of Societies of Design Research 

2013 (IASDR Congress 2013) 

開催日：2013年8月26～30日 
開催場所：芝浦工業大学豊洲キャンパス 
http://www.iasdr2013.jp/ 
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☆リスクを科学するフォーラム 

開催日：2013年9月1日13：00～16：20 
開催場所：日本学術会議講堂 
参加費：無料（定員300人） 
プログラム：http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf2/ 
154-s-0901.pdf 
申込：https://form.cao.go.jp/scj/opinion-0003. 
html    
 

☆第15回日本感性工学会大会 

【日本行動計量学会協賛】 

開催日：2013年9月5日～7日 
開催場所：東京女子大学 
http://www.jske.org/taikai/jske15/ 
 

☆第23回日本家族社会学会大会 

開催日：2013年9月7日～8日 
開催場所：静岡大学静岡キャンパス 
http://www.wdc-jp.com/jsfs/conf/2013/index.html 
 

☆2013年度統計関連学会連合大会 

【日本行動計量学会共催】 

開催日：2013年9月8日～11日 
開催場所：大阪大学豊中キャンパス 
http://www.jfssa.jp/taikai/2013/ 
 
第29回ファジィ システム シンポジウム 

【日本行動計量学会協賛】 

開催日：2013年9月9日～11日 
開催場所：大阪国際大学枚方キャンパス 
http://fss2013.j-soft.org/ 
 

☆日本心理学会第77回大会 

開催日：2013年9月19日 ～21日 
開催場所：札幌コンベンションセンター，札幌市

産業振興センター 
http://www.c-linkage.co.jp/jpa2013/index.html 
 
 
 
 

☆計量国語学会第57回大会 

開催日：2013年9月28日 
開催場所：首都大学東京秋葉原サテライトキャン

パス 
 

☆第27回日本音声学会全国大会 

開催日：2013年9月28日～29日 
開催場所：金沢大学 
 
☆第86回 日本社会学会大会 

開催日： 2013年10月12日～13日 
開催場所：慶應義塾大学 三田キャンパス 
http://www.gakkai.ne.jp/jss/2013/10/12100000.p
hp#more 
 

☆日本語学会2013年度秋季大会 

開催日： 2013年10月26日～27日 
開催場所：静岡大学 静岡キャンパス 
 
☆第56回自動車制御連合講演会 

【日本行動計量学会協賛】 

開催日：2013年11月16日～17日 
開催場所：新潟大学工学部 
講演申込締切：2013年8月2日 
申込：http://www.jsme.or.jp/conference/rengo56/ 
 

☆日本言語学会第147回大会 

日 時： 2013年11月23日～24日 
会 場：神戸市外国語大学 
演題提出締切：2013年8月20日24時 
 

☆第6回計算方法論統計学国際大会 

6th International Conference of the ERCIM WG 

on Computational and Methodological 

Statistics (ERCIM 2013)  

開催日：2013年12月13日～16日 
開催場所：University of London, UK 
演題提出締切：2013年7月15日 
http://www.cmstatistics.org/ERCIM2013/index.
php 
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☆ XVIII ISA World Congress of Sociology（WCS）

2014 

開催日：2014 年7 月13 日～19 日 
開催場所：パシフィコ横浜 
報告申込み・抄録提出：2013年6月3日～9月

30日 
http://www.wcs2014.net/（日本語サイト） 
http://www.isa-sociology.org/congress2014/ 
（英文サイト） 
 
☆第31回国際心理学会 

31th International Congress of Psychology 

(ICP2016) 

開催日：2016年7月24～29日 
開催場所：パシフィコ横浜 
演題提出締切：2014年9月 
http://www.icp2016.jp/ 
 

 
 
 
 

会員の著書等 

 
大谷信介・木下栄二・

後藤範章・小松洋（編

著）『新・社会調査への

アプローチ』ミネルヴ

ァ書房，2013年4月． 
 
 
 
 

山本義郎・飯塚誠也・

藤野友和『統計データ

の視覚化』共立出版，

2013年5月． 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

会員からのお知らせ 

 
日本行動計量学会名誉会員 西里 静彦 

 
私の海外生活も半世紀を過ぎました．その思い

出を4つのエッセイにまとめ，それが日本心理学

会の「心理学ワールド」(新曜社出版）に掲載され

ました．その Web サイトがこの度一般公開され

ましたのでお知らせします．エッセイはpdf で掲

載されています．興味がありましたらご覧くださ

い． 
 
○西里静彦「海外の教員生活」 
http://www.psych.or.jp/publication/worold_pdf/ 
57/57-44.pdf 
 
○西里静彦「留学生への激励」 
http://www.psych.or.jp/publication/worold_pdf/ 
58/58-44-46.pdf 
 
○西里静彦「海外生活あれこれ」 
http://www.psych.or.jp/publication/worold_pdf/ 
59/59-44-46.pdf  
 
○西里静彦「海外で失うもの，得るもの」  
http://www.psych.or.jp/publication/worold_pdf/60/ 
60-33-35.pdf
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学会誌論文投稿先 

  
学会大会で発表された研究などをできるだけ論文

として投稿して下さい．お待ちしております． 
 
和文誌：「行動計量学」 

〒162-0801 東京都新宿区山吹町358-5 
アカデミーセンター 日本行動計量学会  
林 文 和文誌編集委員長 宛 
E-mail: jbehaviormetrics@gmail.com 
 
欧文誌：｢Behaviormetrika｣ 
〒182-8585 東京都調布市調布ヶ丘1-5-1 
電気通信大学大学院情報システム学研究科 
植野 真臣 欧文誌編集委員長 宛 
E-mail: ueno@ai.is.uec.ac.jp 
 
 
既刊論文の電子化に伴う著作権委譲手続きにつ

いて 

日本行動計量学会では，独立行政法人科学技術

振興機構（以下，JST）の支援を受け，本学会欧

文誌「Behaviormetrika」および和文誌「行動計

量学」に掲載された論文記事を創刊号（1974年）

に遡って電子化し，JSTで運用している電子アー

カイブサイトJ-STAGE（Journal＠rchive）にて

全文公開（無償での公開）しております．電子ア

ーカイブ化・公開には，創刊号からの掲載論文の

著作権行使（全文電子公開）の同意を論文著者か

ら得る必要があります．1999年の総会以降刊行さ

れた論文については，著作権は日本行動計量学会

に帰属するよう規定が明確に定められましたが，

それ以前に掲載された記事等の著作権は，明確に

定められておりませんでした．電子化し公開する

に当たっては，各論文の著者全員に，本学会への

著作権委譲についての文面をお送りし，多くの著

者のご了解をいただきました．現在までにお返事

をいただいていない著者の論文は，本来は著者か

らの権利委譲を待つべきですが，「行動計量学」

「Behaviormetrika」それぞれ全体の研究上の利

便性，研究者の利用の便宜等を考えて，すでに電

子化公開しております．著作権委譲についてお返

事をいただいていない著者で，電子化し公開する

ことが不都合とお考えの方は，和文誌，欧文誌そ

れぞれの編集委員会までご連絡下さるようお願い

いたします．公開を中止するなど，学会として誠

意をもって対応いたします． 
なお，著作権委譲について行いました手続き等

は会報123号（2009年）に掲載され，学会のWeb
ページの「学会誌」の「著作権規定」の欄 
http://www.bsj.gr.jp/journal/copyright.html 
に掲載されていますのでご参照下さい． 
 
 

ご連絡 

 

日本行動計量学会会員数 (2013年5月10日現在) 

正会員       ： 777名 （海外7含む）

準会員       ： 53名  
名誉会員      ： 12名  
賛助会員      ： 21社  
シニア会員     ： 25名  
計         ： 888名  
 
学会誌等寄贈先 ： 

 
8件 

 

 

 

入会手続き 

 学会では新入会員を広く募っています．詳しく

は，下記までお問い合わせ下さい． 

〒162-0801  
東京都新宿区山吹町358-5 アカデミーセンター 
日本行動計量学会 会員業務担当 担当：岸 
E-mail: bsj-post@bunken.co.jp 
Tel. 03-5389-6209 
Fax. 03-3368-2822 
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会員向けメーリングリストの登録・変更・削除 
 本会では，会員向けメーリングリストに登録さ

れたアドレスにメールニュースを配信しています．

こちらへメールアドレスを新規登録，変更，削除

（メールニュースの配信停止）される場合は，ご

自身で，「会員向けメーリングリスト：登録・サー

ビスの詳細」のページ 
http://www.bsj.gr.jp/member/ml.html 

に接続して，そこの指示にしたがって，作業を行

って下さい．なお，会員であることを確認するた

めに会員番号が必要ですので，学会からの送付物

の宛名シールなどを用意して下さい．よろしくお

願いします． 
 

会員専用ページへのアクセス 
 学会Webページへの「会員のみなさまへ」の会

報の「最新版」，「バックナンバー」および「過去

のメーリングリストアーカイブ」（過去のメールニ

ュース）のページにアクセスする際には，以下の

ユーザー名とパスワードの入力が必要となります． 
ユーザー名：bsj   
パスワード：1973 

 
マイページへのログイン 
 マイページへは，＜会員番号＞と＜個人用のパ

スワード＞を使用してログインします． 

 
会報原稿募集 
広報委員会では，会員の方が出版された本や，

会員に関係があると思われるシンポジウム，セミ

ナー，学協会大会，公募・求人情報などについて，

会員の皆様から原稿を募集しております．過去の

会報の形式を参考にして原稿をおまとめいただき，

下記の送付先までお送り下さい．会員の方がご自

身で出版された著書についてご連絡いただく際に

は，書誌情報とともに（出版社から入手した）書

影をお送り下さいますようお願いいたします．な

お，2011年度から，日本行動計量学会では「杉山

明子賞（出版賞）」が創設されました．出版賞では，

会員の過去 3 年程度に刊行された優れた図書の

著者・訳者が対象となっています．本会報の「会

員の著書等」の紹介コーナーは，会員の方々が著

書等を出版されたことをアピールできる数少ない

機会であると思いますので，優れた書籍の推薦や

情報の提供などをお寄せいただけますようお願い

いたします．  
編集の都合上，発行月（3，6，9，12）の前々

月の末日まで（次号138号の場合には7月末日）

にお寄せいただければ，直近号に掲載することが

可能です．それ以降に届いたものにつきましては，

内容を判断した上で，次号に回させていただきま

すのでよろしくお願い申しあげます． 
 

会報原稿送付先 

〒192-0397 東京都八王子市南大沢1-1 
首都大学東京都市教養学部経営学系 中山厚穂 
E-mail: atsuho@tmu.ac.jp 
TEL: 042-677-2316 

 
 

編集後記 

今号に寄稿いただいた皆様におかれましては，

紙面を借りて，お礼申し上げます．お忙しいとこ

ろ，ありがとうございました．今後も，これまで

と同様に皆様からのご意見をお伺いしながら，皆

様のお役に立てるような魅力ある充実した会報と

なるように努めていきたいと考えております．ご

意見，ご要望，その他会報に掲載すべきと思われ

る情報などございましたら，ご連絡下さいますよ

うお願い申し上げます． 

（なかやま あつほ，中山 厚穂） 

 

 

題字：林知己夫 

 

広報委員会委員長：松本渉 

会報作成担当：中山厚穂・阿部貴人・上野雄史・ 

江口幸治・木村邦博・城川美佳・鄭躍軍・ 

朴堯星・星野崇宏・山田剛史 

相談役：森裕一 
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